
                  

                

           

                                                

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 日（金）、本園の評議員のひとり、光吉

一良さんのご厚意で、以上児さんたちは玉ね
ぎ掘りに出かけました。広い畑の一角で大

きな春玉ねぎを前に奮闘しました。はじめは

なかなか抜けてくれない玉ねぎと格闘して 

いましたが、少しずつコツをつかむと、収穫の喜びを味わい 楽しそうな笑顔があふれてい

ました。おうちでは何の料理になったでしょうか？美味しかったですね！ 普段何気なく食

べている玉ねぎですが満足感が違ったことと思います。お店でビニル袋に入っている玉ねぎ

しか見たことない子供たちにとっては貴重な体験でした。お店屋さんで売られている玉ねぎ

も、きっと次からは違って見えますね。  

さくら組さんは往復園バスを利用しましたが、ゆり

組さんは復路は歩いて帰りました。また、ばら組さん

は、なんと！行きも帰りも徒歩でしたよ。トイレを借

りに中川副公民館にも立ち寄りました。みんな礼儀正

しくて、褒めてもらっていました。頑張りました。 

中庭に吊るしている玉ねぎたちは、ばら組さんのデ

イキャンプの時にカレーライスの材料となります♡ 

■ すでに 5 月から真夏日が観測されています。熱中症指数

も「警戒」レベルが出ていて驚かされます。昨年度より１ヶ

月も早く５月 21 日から熱中症情報を掲示しています。園

ではこまめに水分補給をさせていきます。暑さに体が慣れ

ていないこの季節、水筒のお茶の量の調節をお願します。足

りない場合は補充用の水筒を持たせてください。 
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学校法人川副学園 
博愛の里こども園  

本園の HP です。 

カラー版で拡大してご覧ください。 

← 次々に生えてく
る草。中庭の手入れ
も大変です。 

テントを立てて → 
暑さ対策。 



■ 中庭や畑にはそれぞれのクラスで

夏野菜が植えられていますよ。大きく

美味しく育ってくれるといいですね。

毎日水やりや観察をし、季節を感じて

いきます。九州北部の平年の梅雨入り

は６月４日。昨年は６日早い５月 29日

でした。今年はどうでしょうか。既に 

梅雨入りしている沖縄は平年より 11 日遅かったようなので、こちらも遅れるのかも。今週

は広い範囲で線状降水帯が発生したり、もうから台風 1 号が騒がせたり……。大きな水害が

起こらないことを願っています。 

■ 27 日（月）、令和 6 年度の「引き渡し訓練」を行いました。お忙しい中 72％の参加率

でした。ありがとうございました。その後に職員で反省会をもち、大雨の時や停電時、発生

時刻が給食前、引き渡しできなかった園児の取り扱い…などを想定し話し合いました。引渡

しの方法自体は、職員も保護者も訓練を重ねることで、速やかに、且つ、安全にできたので

はないかと思います。また、最悪の場合を職員みんなで深刻に考える良い機会ともなりまし

た。実際の場面では、災害の中混乱状態に陥っていることも考えられます。訓練を生かし臨

機応変に対処できるよう、今後も練度を高めていかねばと思います。保護者の皆様も、園か

らのメールに留意していただき、お子さんの速やかな引き取りにご協力をお願い致します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの
場所でスタ
ンバイ。役
割を確認。 

14:30 メー
ル配信か
ら 15:45 に
は引渡し
完了いた
しました。 

この日のおやつは、
みんな大好き「麩の
ラスク」でした。 

■ 21 日（火）、ゆり組さんは、10 月 22 日

に予定している「わくわく教室」の打ち合

わせを中川副公民館職員の大川さん、小野

さんと行っています。わくわく！ 

PTA総会書面審議の表決票の提出、ありがとうございました。全ての議案について 

賛同を得ましたことにお礼申し上げます。詳しくは本日配付の「令和６年度 PTA 総会

（書面審議）の結果について」をご覧ください。昨年度会長 江口健一様、副会長 吉武 

俊明様、役員の方々、本園のよりよい運営のためご尽力下さりありがとうございました。 

今年度会長 田辺菜都季様、副会長 西村彩様、その他の役員の皆様、博愛の里 

こども園園児たちのために、この一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 


